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様式第５号 (第１５条関係) 

審議会会議録 

審議会等 

の名称 
第３回 瑞穂市総合計画策定審議会 

開催日時 
令和７年４月24日（木曜日) 

午後６時00分から午後６時45分 

開催場所 瑞穂市役所穂積庁舎 ３階 第１会議室  

議題 

報 告 

・瑞穂市第３次総合計画等に関する市民報告会の開催状況について 

 

議 事  

・第３次総合計画の基本構想案（一部分）について 

出席委員 

欠席委員 

出席委員 16名 

曽我部雄樹会長、溝川哲哉副会長、赤尾達也委員、新井正信委員、泉

浩資委員、宇野秀一委員、加木屋加緒里委員、川端光昭委員、久富和

浩委員、竹林成煕委員、戸田一文委員、中林由紀子委員、成瀬幸太郎

委員、廣瀬啓司委員、松原哲委員、若曽根明仁委員 

欠席委員 ４名 

甲田純子委員、亀山成高委員、髙田里美委員、馬渕晃委員 

公開・非公開 

の区分 

(非公開理由) 

公   開    ・   非 公 開 

傍聴人数  １人  

審議の概要 

１．開会 

 

市長あいさつ 

 

会議成立の宣言 

【事務局】 

委員総数20名に対し過半数を超える16名の出席があり、瑞穂市附属

機関設置条例第８条第１項の規定に基づき会議が成立していること

を宣言した。 

 

（以下会長より議事進行） 
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２．報告 

瑞穂市第３次総合計画等に関する市民報告会の開催状況について 

 

【会長】 

事務局に対し資料の説明を求めた。 

 

【事務局】 

令和７年３月15日に開催した第３次総合計画・こども計画の策定経

過、新庁舎建設経過に関する市民報告会の開催結果について説明し

た。 

 

【会長】 

担当課の説明について、各委員に対し質問・意見を求めた。 

 

（委員から特に意見なし） 

 

 

３．議事 

第３次総合計画の基本構想案（一部分）について 

 

【会長】 

事務局に対し資料の説明を求めた。 

 

【事務局】 

前回の会議を受け、見直しを行った「市の将来像」について資料に

より説明を行った。 

 

【会長】 

事務局の説明について、各委員に対し質問・意見を求めた。 

 

【Ａ委員】 

 「都市」を「まち」と読ませたところが良いと思う。前回の議論で

「まち」の漢字をどうするかということもあったが「都市」を「まち」

と読むところは納得できた。 

 

【Ｂ委員】 

 言葉としては賛成する。「こどもが輝き」が冒頭に来ているが、給
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食費の問題等、議会での議論と一致しているのかは疑問である。新庁

舎の立地について、現在議論されている候補地は、高圧電線の下にあ

り「安心」につながらないと思う。このため、特に提案の文言につい

ては反対しないが、賛成もできないので棄権としたい。「こども」の

対象年齢について０～18歳との定義があったが、その対象年齢となる

高校生が市内にどれだけいるのかということも疑問に思った。 

 

【事務局】 

 「こどもが輝き」という点は、自ら体験し、自ら学び、自ら発信し

ていくこと、すなわち自分で考えて自分で育っていく力をつけていく

というところに「こどもが輝き」というところが生まれるのではない

かと考えている。給食費についての意見を頂戴したが、こどもがどの

ような教育環境で育っていくかというところに市として注力してい

る。また、新庁舎の位置については現在検討中で決まっていない。市

民が暮らしに安心が持てるように取り組んでいく。サブタイトルにも

あるが、心身ともに健康で社会とのつながりも良好であると市民の暮

らしが安心して送れるため、ウェルビーイングに焦点を当てている。

市内に高校生は少ないという意見だったが、市内に住んで市外の高校

に通うこどもが多い。市内で育つこどもが本市を誇りに思い、将来ま

た住みたいと思ってくれるようなまちづくりをしていきたいという

思いもあり「こどもが輝き」というところをテーマに据えている。 

 

【会長】 

意見が出尽くしたようなので、事務局案について賛同する方の挙手

を求める。（挙手多数） 

では反対の方はいるか。（誰もなし） 

15名の賛同を得たので、本案で進めたいと思う。 

 

【Ｃ委員】 

 「ウェルビーイング」という意味がぱっと分からないが、注釈はど

のようにつけるのか。 

 

【事務局】 

 本日配布の資料の通り、将来像のところに注釈を記載する。 

 

【Ｄ委員】 

 新聞の社会面にも「ウェルビーイング」という言葉の記載があった。

マスコミも認知してきたと理解している。 
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【副会長】 

 今の大学生は、大学でウェルビーイングという言葉を習うという

か、触れているようだ。事業を営んでいる人にはすでに「SDGｓ」は

避けて通れないもので、次は「SWGs」、すなわちサスティナブル・ウ

ェルビーイング・ゴールズに切り替わるという予測がある。本市の10

年後を示すと考えるならば今のタイミングであると思う。「ウェルビ

ーイング」とは何かという点については、審議会委員の皆様も学んで

いただければと思う。 

 

その他 

 ・連絡事項 

 

【事務局】 

 次回は６月に会議を開催する予定です。 

 

閉 会 

 

事務局  

(担当課) 

瑞穂市 企画部 総合政策課 

TEL：058-327-4128  

FAX：058-327-4103  

e-mail：sougou@city.mizuho.lg.jp 
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